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秦
昌

宏
社
長

無洗米導入の
メリット

ココ
スス
ト
削
減
と
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
清
掃
が
大
幅
削
減

拡大続ける　　　　市場

　
無
洗
米
が
誕
生
し
て

27

年
経
過
し
、
確
か
に
認
知

は
向
上
し
た
。
だ
が
、
国

に
よ
る
品
質
基
準
が
な
い

た
め
、
多
様
な
製
法
の
商

品
が
出
現
し
、
品
質
も
バ

ラ
バ
ラ
。
そ
の
た
め
「
無

洗
米
は
お
い
し
く
な
い
」

「

1度
洗
っ
た
方
が
良
い
」

な
ど
誤
解
が
多
い
の
も
事

実
だ
。
そ
こ
で
、
全
国
無

洗
米
協
会
で
は
、品
質
面
、

環
境
面
、
安
全
性
の
項
目

ご
と
に
、
厳
し
い
基
準
を

定
め
他
の
無
洗
米
と
の
違

い
を
明
確
化
し
て
い
る
。

　
通
常
の
精
白
米
の
表
面

に
は
、肌
ぬ
か
が
残
存
し
、

精
米
後
こ
れ
が
酸
化
し
コ

メ
の
健
康
成
分
や
食
味
低

下
に
つ
な
が
り
、
特
に
精

米
日
か
ら
炊
飯
す
る
ま
で

の
日
数
が
長
い
家
庭
用
で

は
一
層
顕
著
だ
。
だ
が
、

同
協
会
認
証
無
洗
米
は
、

精
米
直
後
に
肌
ぬ
か
が
ほ

ぼ
完
全
に
除
去
さ
れ
る
た

め
、
酸
化
に
よ
る
劣
化
は

少
な
く
、
と
ぐ
必
要
も
な

い
。

　
一
方
、
他
の
無
洗
米

は
、
肌
ぬ
か
が
き
れ
い
に

取
り
き
れ
て
い
な
い
た

め
、
精
白
米
同
様
酸
化
が

進
み
や
す
い
。

　
食
味
に
注
目
す
る
と
、

精
白
米
は
洗
米
が
不
足
す

る
と
肌
ぬ
か
が
残
存
し
、

過
剰
に
行
う
と
コ
メ
の
表

面
に
あ
る
う
ま
み
層
が
流

出
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も

食
味
が
落
ち
る
。
だ
が
認

証
無
洗
米
は
、
肌
ぬ
か
の

粘
着
力
を
利
用
し
き
れ
い

に
肌
ぬ
か
だ
け
を
除
去
し

て
い
る
た
め
、
コ
メ
肌
を

傷
め
ず
食
味
劣
化
が
少
な

い
。他
の
無
洗
米
は
、水
洗

式
で
は
精
白
米
の
洗
米
と

大
差
な
く
、
ま
た
異
物
を

混
入
さ
せ
る
製
法
の
も
の

は
、
熱
さ
れ
た
異
物
に
よ

り
コ
メ
粒
表
面
の
う
ま
み

成
分
が
削
り
取
ら
れ
食
味

劣
化
と
歩
留
ま
り
減
に
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
健
康
効
果
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
精
白
米
を
洗
米

す
る
と
、
洗
米
時
に
コ
メ

粒
の
表
面
部
分
の
み
存
在

す
る
希
少
栄
養
成
分
が
流

失
す
る
が
、
認
証
無
洗
米

は
ほ
と
ん
ど
流
失
せ
ず
、

コ
メ
が
本
来
持
つ
健
康
機

能
性
が
残
存
し
て
い
る
。

半
面
他
の
無
洗
米
の
場

合
、
例
え
ば
コ
メ
に
高
温

加
熱
し
た
異
物
で
肌
ぬ
か

を
除
去
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
そ
の
異
物
に
よ
り
コ

メ
粒
の
表
面
が
こ
す
ら

れ
、
貴
重
な
栄
養
成
分
が

削
り
取
ら
れ
る
可
能
性
が

高
い
。

　
環
境
面
で
は
、
例
え
ば

40万
人
が
流
す
コ
メ
の
と

ぎ
汁
に
含
ま
れ
る
ぬ
か
の

量
は
、
乾
燥
し
て
も

1日

分
で
ダ
ン
プ
カ
ー
山
積
み

に
達
し
、
そ
の
中
に
は
ド

ラ
ム
缶

2本
分
の
油
分
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
を

河
川
や
海
に
流
す
と
ヘ
ド

ロ
が
堆
積
し
、
水
質
汚
染

に
つ
な
が
る
。
下
水
処
理

し
て
も
肝
心
な
リ
ン
が
除

去
で
き
ず
、
し
か
も
下
水

処
理
場
に
莫
大
（
ば
く
だ

い
）
な
電
力
を
消
費
し
、

Ｃ
Ｏ
２
　を
排
出
す
る
。

　
だ
が
認
証
無
洗
米
は
、

精
米
工
場
で
ボ
イ
ラ
ー
を

使
わ
な
い
た
め
、
製
造
時

の
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
極

め
て
少
な
い
上
、
コ
メ
の

と
ぎ
汁
を
一
切
排
出
し
な

い
。
し
か
も
従
来
、
と
ぎ

汁
と
な
っ
て
環
境
を
汚
染

し
て
い
た
肌
ぬ
か
が
、
無

洗
米
工
場
で
回
収
さ
れ
、

酵
素
を
失
効
さ
せ
酸
化
し

な
い
よ
う
処
理
し
、
貴
重

な
有
機
質
資
材
と
し
て
商

品
化
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、

貴
重
な
肥
料
や
飼
料
と
し

て
活
用
さ
れ
、
農
畜
産
物

の
価
値
を
高
め
る
と
と
も

に
、
循
環
型
農
業
の
実
現

に
一
役
買
っ
て
い
る
。

　
半
面
、他
の
無
洗
米
は
、

工
場
で
大
量
の
と
ぎ
汁
が

集
中
排
出
さ
れ
る
も
の
、

ボ
イ
ラ
ー
で
石
油
を
焚
く

も
の
な
ど
、
加
工
時
の
環

境
負
荷
が
大
き
い
上
、
副

産
物
は
産
業
廃
棄
物
と
し

か
な
り
得
な
い
。

厳
し
い
基
準
で
品
質
や
食
味
担
保

、環
境
貢
献

　コメ離れに拍車が掛かる中、無洗米市場が拡大を続けている（図

　1　）。とがずに炊ける簡便性が、業務用ユーザーはもとより、女性

の社会進出による有職主婦の増加で、一般家庭用にも普及が進んだ

ためだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤路登世）

　

2

0

0

0年
に
品
質

面
、
環
境
面
、
安
全
面
で

優
れ
た
無
洗
米
を
普
及
す

る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
の

が
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
無

洗
米
協
会
だ
。
独
自
認
証

制
度
を
設
け
品
質
面
だ
け

で
な
く
、
製
造
時
の
環
境

性
や
安
全
性
な
ど
、
厳
し

い
基
準
を
設
け
、
合
格
し

た
無
洗
米
に
は
協
会
認
証

マ
ー
ク
を
貼
付
す
る
こ
と

を
認
め
て
い
る
。
そ
こ
で

唯
一
、
認
証
無
洗
米
と
認

め
た
の
が
、
東
洋
ラ
イ
ス

開
発
の
Ｂ
Ｇ
無
洗
米
だ
。

　
同
社
は
コ
メ
の
と
ぎ
汁

に
よ
る
水
質
環
境
汚
染
防

止
を
願
い

1
9
9
1年

、

ぬ
か
の
粘
着
性
を
利
用
し

ぬ
か
を
除
去
す
る
「
Ｂ
Ｇ

無
洗
米
」
を
発
表
し
た
。

こ
の
間
普
及
が
進
み
、
目

下
市
場
シ
ェ
ア
の
約

7割

を
占
め
て
い
る
。
使
用
さ

れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て

ま
ず
業
務
用
が
挙
げ
ら
れ

る
。
洗
わ
ず
に
炊
け
る
た

め
、
洗
米
に
必
要
な
水

（
コ
メ
の

10～

20倍
）
や
、

上
下
水
道
代
・
人
件
費
削

減
効
果
、
特
に
外
食
ユ
ー

ザ
ー
の
泣
き
ど
こ
ろ
で
あ

る
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
清
掃

作
業
の
大
幅
軽
減
な
ど
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
く
、
こ
れ

を
訴
求
す
る
啓
発
活
動
を

通
じ
て
徐
々
に
ユ
ー
ザ
ー

を
広
げ
て
き
た
。

　
一
方
家
庭
用
は
、
都
市

部
生
協
を
中
心
に
組
合
員

活
動
の
一
環
と
し
て
、
無

洗
米
の
環
境
保
全
効
果
を

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、
地

道
に
フ
ァ
ン
層
を
獲
得
す

る
と
同
時
に
、
生
協
の
個

配
・
宅
配
を
通
じ
て
有
職

主
婦
ユ
ー
ザ
ー
に
も
広
げ

て
き
た
。
同
協
会
算
出
で

は
、
認
証
無
洗
米
の
家
庭

用
比
率
は
約

53％
だ
が
都

市
部
で
高
く
（

図

2）
、

生
協
の
取
組
み
成
果
が
現

れ
て
い
る
。

　
ま
た
最
近
無
洗
米
の
市

場
の
幅
を
広
げ
た
の
は
、

2
0
0
5年

「
金
芽
米
」

の
出
現
だ
。
ぬ
か
層
と
胚

乳
部
分
の
境
に
あ
る
「
亜

糊
粉
層
」
を
残
し
た
コ
メ

で
、
お
い
し
さ
と
高
栄
養

を
両
立
。
健
康
志
向
の
高

ま
り
に
対
応

し
た
も
の
だ

が
、
そ
の
後

さ
ら
に
消
費

者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
た
商
品
開
発
も

進
ん
で
い
る
。
食
べ
や
す

く
炊
飯
し
や
す
い
な
ど
玄

米
の
欠
点
を
解
消
し
た

「
ロ
ウ
カ
ッ
ト
玄
米
」
と

併
せ
、
商
品
開
発
の
方
向

性
が
健
康
軸
へ
と
、
大
き

く
か
じ
が
切
り
替
わ
り
、

今
後
の
拡
大
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
同
協
会
調
べ
に
よ
る

と
、
認
証
無
洗
米
市
場
が

1万
ｔ
の
大
台
に
乗
っ
た

1
9
9
9年

。
そ
の
後
直

近
の

18年
間
で

4倍
以
上

も
拡
大
し
た
。
た
だ
最
近

は
伸
び
率
が
鈍
化
し
、

2

0
1
7年

の
生
産
量
は

45

万

7
0
0
0ｔ

で
、
前
年

割
れ
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
コ
メ
離
れ
に
米
価
上

昇
が
重
な
り
、
単
価
の
高

い
無
洗
米
が
敬
遠
さ
れ
た

た
め
だ
が
、
初
心
に
返
っ

た
市
場
開
拓
が
あ
ら
た
め

て
問
わ
れ
て
い
る
。
　

同
時
に
無
洗
米
の
問
題

点
と
し
て
、
多
様
な
製
法

が
生
ま
れ
、
食
味
や
品
質

が
ば
ら
つ
く
ほ
か
、
製
造

時
の
環
境
負
荷
が
大
き
い

も
の
も
あ
り
、
無
洗
米
へ

の
誤
解
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
だ
。

そ
こ
で
同
協

会
で
は
、
精

白
米
と
協
会

認
証
無
洗

米
、
非
認
証

無
洗
米
の
違

い
を
明
ら
か

に
す
る
と
と

も
に
、
訴
求

ポ
イ
ン
ト
を

明
記
し
た
認

証
マ
ー
ク
に

リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。

　
無
洗
米
は
通
常
の
精
白

米
と
比
べ
割
高
だ
が
、
導

入
で
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
が
図
れ
る
こ
と

が
、
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。
ま
ず
、
洗
米

に
よ
り
、
コ
メ
や
肌
ぬ
か

の
流
出
が
な
い
点
。
さ
ら

に
洗
米
に
要
す
る
人
件
費

や
上
下
水
道
代
、
肌
ぬ
か

が
吸
水
し
て
堆
積
し
た
ヘ

ド
ロ
の
廃
棄
費
な
ど
、
コ

メ
を
大
量
に
使
う
ユ
ー
ザ

ー
ほ
ど
、
コ
ス
ト
削
減
効

果
は
大
き
い
。

　
同
協
会
に
よ
る
と
、
月

間
コ
メ
使
用
量

1
0
0
0

㎏
、
人
件
費
が
時
間
当
た

り

1
0
0
0円

、
洗
米
に

必
要
な
水
の
量
が
コ
メ
の

約

20倍
、
東
京
都
の
上
下

水
道
代
で
試
算
す
る
と
、

月
間

9万

4
5
6
0円

の

コ
ス
ト
削
減
が
可
能
だ
。

　
加
え
て
、
業
務
用
ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
頭
の
痛

い
、
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
清

掃
作
業
の
大
幅
軽
減
が
可

能
な
点
に
、
喜
び
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
と

は
、
油
水
分
離
阻
集
器
の

こ
と
で
、
油
脂
を
含
む
汚

水
が
排
水
管
設
備
を
妨
げ

な
い
よ
う
、
設
置
を
義
務

付
け
て
い
る
。
野
菜
く
ず

や
残
飯
を
入
口
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
で
阻
集
す
る
と
と
も

に
、
水
と
油
の
比
重
差
で

浮
上
し
て
き
た
油
脂
分
の

み
を
表
面
に
貯
め
る
働
き

が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
表
面
に
浮

い
た
油
脂
の
か
た
ま
り
や

残
さ
は
、
事
業
主
側
で
定

期
清
掃
と
管
理
が
必
須

で
、「
き
つ
い
」
「
汚
い
」

「
臭
い
」
の
ま
さ
し
く

3

Ｋ
労
働
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
怠
る
と
、
異
臭

が
発
生
す
る
ほ
か
、
排
水

の
流
れ
が
悪
く
な
り
、
詰

ま
る
リ
ス
ク
も
出
て
く

る
。
人
手
不
足
の
昨
今
、

人
材
損
失
を
恐
れ
、
オ
ー

ナ
ー
自
ら
が
担
う
ケ
ー
ス

が
多
い
上
、
定
期
的
な
専

門
業
者
へ
の
委
託
が
望
ま

し
く
、
こ
の
コ
ス
ト
も
ば

か
に
な
ら
な
い
。

　
グ
リ
ス
ト
ラ
ッ
プ
の
汚

れ
は
、
コ
メ
の
と
ぎ
汁
に

含
ま
れ
る
肌
ぬ
か
が
吸
水

し
て
堆
積
し
た「
ヘ
ド
ロ
」

が
大
き
な
原
因
だ
け
に
、

Ｂ
Ｇ
無
洗
米
製
造
メ
ー
カ

ー
の
東
洋
ラ
イ
ス
で
は

「
無
洗
米
の
導
入
で
大
幅

軽
減
は
実
現
可
能
」
と
胸

を
張
る
。

協会認証無洗米

肌ぬかが取れ、うまみ層がきれい

に並んでいる

精米後の精白米

表面に多くの肌ぬかが残っている

（電子顕微鏡写真750倍）

　
無
洗
米
の
普
及
に
よ
る
地
球
環
境

保
全
と
コ
メ
消
費
拡
大
に
貢
献
す
る

目
的
で
設
立
さ
れ
た
「
全
国
無
洗
米

協
会
」
。
品
質
や
製
法
に
一
定
の
基

準
を
設
け
る
日
本
で
唯
一
の
無
洗
米

審
査
機
関
で
あ
り
、
こ
れ
を
ク
リ
ア

し
た
無
洗
米
に
、
「
エ
コ
メ
ち
ゃ

ん
」
の
認
証
マ
ー
ク
を
付
与
し
て
い

る
。

　
そ
の
基
準
と
は
「
洗
わ
ず
に
炊
け

る
」
を
基
本
と
し
、
訴
求
ポ
イ
ン
ト

は
①
製
造
時
に
異
物
を
添
加
し
な
い

②
食
味
を
落
と
さ
な
い
③
環
境
に
高

負
荷
を
か
け
な
い
④
産
業
廃
棄
物
を

出
さ
な
い

─
─
。

　
同
協
会
で
は
目
下
、
こ
の
四
つ
の

訴
求
ポ
イ
ン
ト
の
さ
ら
な
る
認
知
向

上
や
浸
透
を
目
指
し
、
こ
れ
を
明
記

し
た
認
証
マ
ー
ク
へ
と
切
り
替
え
を

進
め
て
い
る
。

左記の認証マークを付したコメ

は、全国無洗米協会が、他の無

洗米と区別して

①製造時に異物を添加しない

②食味を落とさない

③環境に高負荷をかけない

④産業廃棄物を出さない

をクリアした『本物の無洗米で

ある』ことを証明した無洗米で

す。

無洗米

認
証
マ
ー

ク

基準明記に一新

全
国

無
洗

米
協

会
　
全
国
無
洗
米
協
会
賛
助

会
員
の
東
都
生
協
は
Ｂ
Ｇ

無
洗
米
（
全
国
無
洗
米
協

会
認
証
認
定
）
を
製
造
す

る
際
に
産
出
さ
れ
る
副
産

物
「
肌
ぬ
か
」
を
原
料
に

し
た
「
米
の
精
」
の
有
効

活
用
を
目
指
し
、
昨
年

9

月
、
東
洋
ラ
イ
ス
と
東
都

生
協
は
基
本
協
定
を
締
結

し
た
。
東
洋
ラ
イ
ス
か
ら

「
米
の
精
」
の
安
定
供
給

を
受
け
、
東
都
生
協
は
、

契
約
産
地
に
有
機
質
肥
料

・
飼
料
と
し
て
活
用
し
た

農
畜
産
物
を
積
極
的
に
生

産
し
て
も
ら
い
、
組
合
員

に
供
給
。
食
の
安
全
性
確

保
と
地
球
環
境
保
全
、
循

環
型
農
業
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。

　
産
直
主
体
に
取
り
組
む

同
生
協
で
は
こ
れ
に
先
立

ち

13年
、

40周
年
記
念
開

発
商
品
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
無

洗
米
の
副
産
物「
米
の
精
」

を
活
用
し
た
農
産
物
ブ
ラ

ン
ド
の
立
ち
上
げ
を
決

定
。
組
合
員
に
、
循
環
型

農
業
へ
の
関
心
を
喚
起
す

る
狙
い
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
、
う
ま
み
や
甘
味

の
差
が
出
や
す
い
ニ
ン
ジ

ン
で
ス
タ
ー
ト
。
関
東

5

産
地
の
生
産
者
と
東
洋
ラ

イ
ス
担
当
者
で
何
度
も
会

議
を
開
き
、
栽
培
技
術
交

流
や
試
食
を
行
う
と
と
も

に
、
統
一
資
材
や
食
味
向

上
に
つ
い
て
徹
底
し
て
議

論
し
、
栽
培
法
を
確
立
し

て
い
っ
た
。

　
こ
の
ニ
ン
ジ
ン
が
組
合

員
の
人
気
を
集
め
る
と
と

も
に
、
契
約
生
産
者
か
ら

「
土
作
り
必
要
成
分
の
バ

ラ
ン
ス
が
良
い
上
、
微
生

物
の
餌
と
な
り
や
す
く
、

土
壌
が
活
性
化
し
豊
か
に

な
り
、
健
や
か
な
農
産
物

が
育
ま
れ
る
」
と
高
い
評

価
を
得
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

玉
ネ
ギ
、
大
和
イ
モ
、
大

根
、
柑
橘
、
桃
、
ト
マ
ト

に
も
拡
大
し
て
い
っ
た
。

目
下
、
シ
ョ
ウ
ガ
や
里
芋

の
発
売
に
向
け
て
も
準
備

を
進
め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
有
機
質
飼
料

と
し
て
の
優
位
性
に
も
注

目
し
、
畜
産
物
（
牛
・
豚

・
鶏
）
へ
の
活
用
を
模
索

し
、
昨
年

9月
に
組
合
員

へ
の
供
給
が
ス
タ
ー
ト
。

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
契
約

締
結
に
至
っ
た
。

　
中
で
も
、
加
須
畜
産
に

よ
る
「
か
ぞ
の
豚
・
豚
加

工
品
」
は
、
米
の
精
を
飼

料
に
わ
ず
か

3％
配
合
す

る
だ
け
で
、
う
ま
み
成
分

の
イ
ノ
シ
ン
酸
が
増
加
。

田
口
和
寿
加
須
畜
産
社
長

は
「
豚
が
食
い
つ
き
良
く

食
欲
旺
盛
に
な
り
、
肌
の

質
感
も
良
く
な
っ
た
」
と

絶
賛
す
る
。

　
組
合
員
に
向
け
た
情
報

発
信
で
は
、
カ
タ
ロ
グ
に

商
品
と
と
も
に
取
組
み
を

紹
介
す
る
だ
け
で
な
く
、

特
別
に
ブ
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
作
製
。
ほ
か
、

昨
年

10月
に
開
催
さ
れ
た

「
食
の
未
来
づ
く
り
フ
ェ

ス
タ
」
で
、
基
本
協
定
や

産
地
で
の
取
組
み
に
つ
い

て
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
、

少
人
数
で
の
講
演
会
も
開

催
し
、
認
知
向
上
に
努
め

た
。

　
原
料
と
な
る
肌
ぬ
か
そ

の
も
の
の
産
出
量
を
増
や

す
た
め
、
直
近
で
全
コ
メ

供
給
量
の

62％
を
占
め
る

無
洗
米
比
率
向
上
を
目
指

し
、
Ｐ
Ｒ
活
動
は
も
と
よ

り
、
小
容
量
や
健
康
志
向

商
品
（
金
芽
米
・
ロ
ウ
カ

ッ
ト
玄
米
）
な
ど
、
組
合

員
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対

応
し
た
供
給
に
も
注
力

し
、
コ
メ
消
費
拡
大
に
も

貢
献
す
る
考
え
だ
。

協定調印式で握手する雑賀慶二東洋ライ

ス社長㊨と庭野吉也東都生協理事長

認
証

無
洗
米

東
都

生
協

の
取

組
み

副産物「米の精」を

使い農畜産物供給

循環型農業を実現

　
回
転
寿
司
チ
ェ
ー
ン

「
北
海
素
材
」
は
、

5年

前
か
ら
使
用
す
る
コ
メ
を

す
べ
て
高
付
加
価
値
無
洗

米（
金
芽
米
）

に
切
り
替
え

た
。
秦
昌
宏

社
長
に
動
機

を
聞
く
と

「
お
い
し
さ

に
尽
き
る
」

と
し
、
顧
客

増
だ
け
で
な

く
、
人
件
費

や
下
水
道
代

削
減
、
炊
飯

マ
ニ
ュ
ア
ル

化
な
ど
経
済

効
果
ほ
か
、

品
質
安
定
化

も
図
れ
「
当

初
予
想
を
超

え
る
メ
リ
ッ
ト
の
大
き
さ

に
驚
い
て
い
る
」と
い
う
。

詳
細
を
聞
い
た
。

　
大
阪
と
兵
庫
、和
歌
山
、

京
都
に
回
転
寿
司
を

6店

舗
展
開
し
て
い
る
が
、
寿

司
の
お
い
し
さ
を
左
右
す

る
食
材
と
し
て
、
シ
ャ
リ

の
探
求
を
続
け
、
「
コ
メ

食
味
鑑
定
士
」
資
格
を
初

回
に
取
得
す
る
な
ど
、
知

識
習
得
に
努
め
た
。

　
そ
こ
で
痛
感
し
た
こ
と

は
、
ブ
レ
ン
ド
米
よ
り
単

一
銘
柄
が
良
食
味
と
い
う

こ
と
。
特
に
長
野
県
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
に
ほ
れ

込
み
、

こ
れ
を
使
っ
た
金
芽
米
を

試
食
し
、
そ
の
お
い
し
さ

に
驚
い
た
。

　
正
直

言
っ
て
当
初
、
無

洗
米
導
入
に
は
、

抵
抗
が

あ
っ
た
。「
コ
メ
を
と
ぐ
こ

と
こ
そ
日
本
の
食

文
化
」

と
い
う

強
い

思
い

込
み
が

あ
っ
た
た
め
だ
。
だ
が
、

「
飲
食
店
と
は
、
お
客
さ

ま
に
お
い
し
さ
を

提
供
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
い
う
信

念
の
方
が
大
き
く
、
導
入

を
決
定
し
た
。

　
む
ろ
ん
無
洗
米
は
、
通

常
の
精
白
米
よ
り
高
単

価
。

抵
抗
が
な
か
っ
た
と

言
え
ば
う
そ
に
な
る
が
、

炊
き
増
え
や
歩
留
ま
り
の

高
さ
で
吸
収
さ
れ
る
こ
と

を
、
当
初
か
ら
予
想
し
て

い
た
。

　
と
こ
ろ
が
実
際
導
入
す

る
と
、
洗
米
に
要
す
る
下

水
道
代
や
人
件
費
な
ど
削

減
効
果
に
加
え
、
グ
リ
ス

ト
ラ
ッ
プ
の
清
掃
に
要
す

る
労
力
が
格

段
に
軽
減
さ

れ
た
こ
と
が
一

番
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
だ
っ
た
。

予想上回るメリットに驚き

ユ
ー

ザ
ー

に
聞

く

北
海

素
材


